　
日本化学工業協会LRI（長期自主研究）第6期に向けた
提案依頼書 ／ Request for Proposal (RfP)
（研究テーマ）　
（４）　予測無影響濃度（PNEC）を導出するための新たな方法論の確立
（背景）
化学物質の生態リスク評価は，ヒト健康リスク評価と異なり，対象とする生態系（例えば，淡水生態系）を構成する生物種全体への影響を推論することが求められる。しかしながら，生態毒性試験が実施される生物群は，魚類，甲殻類，藻類のごく一部の種である。そのため，限られた試験結果から，生態系にとって「安全」な濃度（すなわち，予測無影響濃度，PNEC）をいかに予測するかが，大きな課題となっている。この点を解決するために，不確実性係数を用いた方法が化審法などで適用されているが，その科学的根拠は明確ではない。
　近年，欧米を中心に急速に利用が進められている種の感受性分布（SSD）は，複数の生物種の毒性値を統計的分布に当てはめることで，PNECの導出に利用される95%の種を保護できる濃度（HC5）を推定する方法である。しかしながら，種の感受性分布を用いたHC5の推定には，最低でも4から8種の毒性試験が必要である一方，動物愛護や試験コストなどの観点から多くの生物種の毒性試験が望めない。このため、限られた試験結果より的確に評価できる方法の構築が望まれている。
　以上のような研究を含め、予測無影響濃度（PNEC）を導出するための新たな方法論の確立に繋がる研究が期待される。
（研究範囲）
生態・環境への化学物質の影響を評価するための、以下のいずれかの研究。これらの研究から、不確実係数を用いる場合よりも、的確に生態リスク評価を実施できるin silico評価モデルの構築へとつなげることを目標とする。
1) 少ない生態毒性データから種の感受性分布を算出する（精度の高い生態影響を評価する）ための方法論の確立
・化学物質の既往の毒性試験結果を収集・精査して、種の感受性分布を導出するロジックを整備する。（化学物質の特性「logKow，構造情報」などの関係から解析する）
・そのロジックを別の毒性試験結果に適応して、精度を検証する。
2) その他のPNECを導出するための新たな方法論の確立
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